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一般公開（オンライン開催）のお知らせ

消防研究センター

　消防研究センター、消防大学校、日本消防検定協会及
び一般財団法人消防防災科学センターでは、令和３年度
の科学技術週間にあたり、新型コロナウイルス感染症対
策のため、施設会場における実開催を行わず、消防研究
センターホームページによるオンライン開催を下記の通
り行うことをお知らせします。
　消防研究センターでは、下記「一般公開プログラム」
をホームページに掲載していますので、アクセスしてご
覧下さい。

記

１　日　時　
　　令和３年４月16日（金）10：00 ～ 16：00　
　　入場無料
２　掲載アドレス　(消防研究センターＨＰ)
　　消防研究センター http://nrifd.fdma.go.jp/
　　※施設会場における実開催は行いません
３　公開内容　(予定)
　�　オンライン開催では、展示・実演の映像や写真（イ
メージを含む。）をまとめ、掲載します。

【消防研究センター、消防大学校】
　消防ロボットシステム展示、軽油の燃焼実験、可燃性液体
火災の消火実験、救急隊運用最適化技術紹介、石油タンク
の安全性研究開発の紹介、原因調査室の業務紹介、消防車
両の展示等
【日本消防検定協会】
　平成３１年度一般公開の写真紹介、消防機器の映像資料
【消防防災科学センター】
　災害対応を体験した市町村長の体験談、各地で取り組ま
れている防災訓練の様子・防災図上訓練の解説の動画紹介
４　連絡先
　■消防研究センター　研究企画室
　　電話　0422−44−8331（代表）
　　ホームページ　http://nrifd.fdma.go.jp/
　■消防大学校　教務部
　　電話　0422−46−1712（直通）
　　ホームページ　http://fdmc.fdma.go.jp/
　■日本消防検定協会　企画研究部情報管理課
　　電話　0422−44−7471（代表）
　　ホームページ　http://www.jfeii.or.jp/
　■一般財団法人 消防防災科学センター　総務部
　　電話　0422−49−1113（代表）
　　ホームページ　https://www.isad.or.jp/

屋内消火栓の構造説明と操作実演を行います。また、屋内消火栓を用いて、目標物に放水する消火
操作を体験できます。

⑳ 屋内消火栓の操作説明及び操作体験

スプリンクラー消火試験場

日本消防検定協会の検定に合格した住宅用防災警報器を紹介します。また、無線式の住宅用防災警
報器が連動する様子を見学できます。

㉑ 住宅用防災警報器の展示及び実演

情報館１階

消火器、スプリンクラーヘッド、火災報知設備、消防用ホースなど、各種消防用機械器具等を紹介
します。

㉒ 各種消防用機械器具等の展示

情報館１･２階_展示室

訓練用消火器を用いて目標物に放射する消火の疑似体験ができます。

㉓ 消火器の操作体験

消火散水試験場

住宅用消火器による天ぷら油火災の消火実演を見学できます。

㉔ 住宅用消火器の消火実演

消火散水試験場

日本消防検定協会

平成３０年度に実戦配備型を完成させ、令和元年度から市原市消防局において実証配備を実施し、実
証配備等の結果を基に改良したスクラムフォースを展示します。

⑯ 消防ロボットシステム：スクラムフォースの研究開発

撒水試験場

AIを用いて救急搬送時間を短縮する「救急隊運用最適化」、自動車モニターに緊急車両の存在
を知らせるのと救急車の事故防止になる技術「ITS Connect」、救急隊用の多言語翻訳アプリ
「救急ボイストラ」を紹介します。

② 救急搬送時間短縮、救急車の事故防止技術の紹介

ガラスタンクを用いた泡消火実験により、石油タンク火災時の泡消火のメカニズムを、実演、及び
パネルを用いて紹介します。

⑲石油タンク火災の泡消火実験

総合消火研究棟 副実験場

倉庫など天井の高い空間の中間層に設ける金属格子（グレーチング）のグレーチング床について、
実大火災実験によりその床を通過する火災時の煙の挙動を調べた結果をパネルで紹介します。

⑭ 煙挙動に及ぼす金属格子（グレーチング）による床の影響

大規模火災実験棟 南側副実験場

消防研究センターの研究の紹介や開発機器の展示を行います。

① 消防研究センター
研究紹介コーナー

本館１階 研究紹介コーナー

大型石油タンクの地震時の被害を速やかに推定することができるシステムを紹介します。また、
石油タンク底板の腐食・劣化評価に関する研究について、紹介します。

③ 石油タンクの安全性研究開発の紹介

本館３階 大会議室
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消防研究センター

近年、大きな災害に直面した7人の市町村長へのインタビューを紹介します。

⑧ 過去の災害から学ぶ（災害対応を体験した市町村長の体験談）

本館３階 大会議室

津波避難訓練等各地で取り組まれている防災訓練の様子を映像で紹介します。また、避難所HUG
等の防災図上訓練について、動画で解説します。

⑨ 防災訓練を学ぶ
（各地で取り組まれている防災訓練の様子・防災図上訓練の解説）

本館３階 大会議室

消防防災科学センター

消防大学校の教育訓練で使用している消防車両等を展示します。

㉕ 消防大学校での教育訓練資機材

屋外訓練場

消防大学校

は消防防災科学センターによる展示･実演

燃焼実験棟

構内は禁煙です。

スプリンクラー
消火試験場

体験
食堂はありません。

実演

屋外救助実験場

＜凡例＞

散水試験場

本館１階 研究紹介コーナー

日常生活で使用される身近なものの中には、扱い方を間違えると急激な燃焼現象を生じるもの
があります。そのような危険性のあるコーンスターチ、DMEを用いた燃焼実験を行います。

⑫ 身近にある製品の爆発実験

大規模火災実験棟 主実験場

地震や土砂災害が発生した際の被害の全容把握及び推移予測に関する研究開発を紹介します。
（災害後の情報収集、救助活動の安全確保、市街地火災延焼シミュレーション）

⑩ 地震や土砂災害時の消防活動能力の向上

情報管理棟1階ホワイエ

糸魚川市大規模火災や首里城火災では火の粉が注目されました。消防研究センターで取り組ん
でいる火の粉の発生・着火に関する研究に関して紹介します。

⑦ 火の粉の飛散・着火に関する研究

本館３階 大会議室

火炎の周辺気流を可視化し、流れの速度を計測する方法の研究開発を紹介します。

⑥ 火炎周辺気流の可視化と速度場計測手法の研究開発

本館３階 大会議室

市街地火災や林野火災で発生して大きな被害を引き起こす火災旋風の実験を行います。

⑰ 火災旋風の実験

総合消火研究棟 主実験場

消防が社会の変化に対応し、多様な災害に備えるには、高度な専門知識を日々の業務に活用で
きることが望まれます。専門知識の獲得を支援するための消防研修用教材の開発研究を紹介し
ます。

⑤ 消防教科書の理解に資する副教材の作成

本館３階 大会議室

在館者の多い施設や市街地では災害時に多くの避難者が発生します。火災時の建物からの避難
状況、津波発生時の自主防災組織による避難支援に関する研究を紹介します。

④ 災害時の避難行動

本館３階 大会議室

ガソリン、灯油、エタノールの燃焼実験を行い、引火点や水溶性などの危険物の性質の違いを
紹介します。

⑬ 引火性液体の机上燃焼実験

大規模火災実験棟 主実験場

原因調査室の調査業務、研修業務、支援業務を紹介します。

⑮ 原因調査室の業務

建築防火研究棟 鑑識室

液体燃料の火災危険性を調べるため、軽油を燃料として用いて、直径１ｍの燃焼容器で燃焼実
験を行います。

⑪ 軽油の燃焼性状

大規模火災実験棟 主実験場

実演

実演

実演

消防研究センター

消防研究センター

可燃性液体火災の泡消火実験を横浜市消防局と共同で行いました。これまで行った実験の様子を撮影
した映像を紹介します。

⑱ 可燃性液体火災の消火実験

総合消火研究棟 主実験場

実演

一般公開プログラム　消防研究センターホームページにて掲載

http://nrifd.fdma.go.jp/
http://fdmc.fdma.go.jp/
http://www.jfeii.or.jp/
https://www.isad.or.jp/

